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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月21日(2007.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験対象の損傷した骨格部分に近接して位置決めした囲いに注入され、上記被験対象の
骨格部分に支持を提供する構造物を形成するために硬化される液体ＰＦＰＥ材料を用いる
、被験対象の生体の骨格部分の損傷をイン・シトゥーで修復するための骨格修復材。
【請求項２】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、強固な状態に硬化する請求項１に記載の骨格修復材。
【請求項３】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、フレキシブル状態に硬化する請求項１に記載の骨格修復材。
【請求項４】
　上記損傷が骨の亀裂であり、上記囲いが該亀裂内に位置決めされ、上記液体ＰＦＰＥ材
料が、硬化の結果、該亀裂を密閉して、該骨に構造的な支持を提供する請求項１に記載の
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骨格修復材。
【請求項５】
　上記骨格部分が髄核スペース（ｎｕｃｌｅａｒ ｓｐａｃｅ）を有する椎体であり、上
記囲いが該髄核スペース内に位置し、上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化の結果、構造的な支
持を提供し、正常な脊髄機能を該椎体に回復させる請求項１に記載の骨格修復材。
【請求項６】
　上記骨格部分が関節であり、上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化の結果、該関節の改善され
た耐久性のある磨耗表面を提供する請求項１に記載の骨格修復材。
【請求項７】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
１に記載の骨格修復材。
【請求項８】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項１に記載の骨格修復材。
【請求項９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項１に記載の骨格修復材。
【請求項１０】
　上記ＰＦＰＥ材料が、流出可能にトラップされた１つ以上の薬剤を含む請求項１に記載
の骨格修復材。
【請求項１１】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項１に記載の骨格修復材。
【請求項１２】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料を含む請求項１に記載の骨格修復材
。
【請求項１３】
　関節から望ましくない材料を除去した位置に位置決めした囲いに注入され、硬化される
ＰＦＰＥ材料であって、硬化後に、除去された元の関節材料の置換材料として作用するＰ
ＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生体の関節の損傷を修復するための間接修復材。
【請求項１４】
　上記関節が、股関節、膝関節、足関節、指関節、肘関節および手関節からなる群から選
択される請求項１３に記載の間接修復材。
【請求項１５】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
１３に記載の間接修復材。
【請求項１６】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請求
項１３に記載の間接修復材。
【請求項１７】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項１３に記載の間接修復材。
【請求項１８】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項１３に記載の間接修復材
。
【請求項１９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料を含む請求項１３に記載の間接修復
材。
【請求項２０】
　酸素透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料の外面を備える、被験対象の生体内に植え
込まれるように構成される整形外科装置。
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【請求項２１】
　１軸および２軸配向性材料の層を備える、被験対象の生体内に植え込まれるように構成
される整形外科装置。
【請求項２２】
　人工デバイスから材料を除去した位置に位置決めした囲いに注入され、硬化される液体
ＰＦＰＥ材料であって、硬化後に、人工デバイス材料の置換または修復として作用する液
体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生体内に配置されている人工デバイスをイン・シト
ゥーで修復するための人工デバイス修復材。
【請求項２３】
　上記人工デバイスから除去した材料が、材料の表面層を含む請求項２２に記載の人工デ
バイス修復材。
【請求項２４】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
２２に記載の人工デバイス修復材。
【請求項２５】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項２２に記載の人工デバイ
ス修復材。
【請求項２６】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料を含む請求項２２に記載の人工デバ
イス修復材。
【請求項２７】
　上記ＰＦＰＥ材料が、流出可能にトラップされた１つ以上の薬剤を含む請求項２２に記
載の人工デバイス修復材。
【請求項２８】
　酸素透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料を備える、被験対象の生体に適用されるよ
うに構成される包帯。
【請求項２９】
　上記ＰＦＰＥ材料が、流出可能にトラップされた１つ以上の薬剤を含む請求項２８に記
載の包帯。
【請求項３０】
　被験対象の生体の一部に適用され、下層組織の治癒を促進する保護包帯を形成するよう
に硬化される、酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生
体の一部に適用されるための包帯材。
【請求項３１】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
３０に記載の包帯材。
【請求項３２】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項３０に記載の包帯材。
【請求項３３】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項３０に記載の包帯材。
【請求項３４】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の適用が、該液体ＰＦＰＥ材料を上記被験対象の生体に噴霧する
ことを含む請求項３０に記載の包帯材。
【請求項３５】
　上記ＰＦＰＥ材料が、流出可能にトラップされた１つ以上の薬剤を含む請求項３０に記
載の包帯材。
【請求項３６】
　酸素透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料を備え、組織に結合するように構成される
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縫合糸。
【請求項３７】
　酸素透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料を備える、被験対象用の人工血管。
【請求項３８】
　上記ＰＦＰＥ材料が、流出可能にトラップされた１つ以上の薬剤を含む請求項３７に記
載の人工血管。
【請求項３９】
　人工血管を形成するために既存の血管の一部の内腔に注入され、該既存の血管が型とし
て作用する、酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料であって、上記血管の一部
の置換体を形成するために硬化される上記液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生体内
の血管の一部をイン・シトゥーで置換するための血管置換材。
【請求項４０】
　上記血管の一部が、除去される請求項３９に記載の血管置換材。
【請求項４１】
　上記既存の血管の一部の内腔を閉塞または部分的に閉塞し、該既存の血管の内腔に酸素
透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料を注入する前に閉塞を除去する請求項３９に記載
の血管置換材。
【請求項４２】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、上記液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求
項３９に記載の血管置換材。
【請求項４３】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、上記液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む
請求項３９に記載の血管置換材。
【請求項４４】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項３９に記載の血管置換材。
【請求項４５】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によってＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項３９に記載の血管置換材。
【請求項４６】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ材料を含む請求項３９に記載の血管置換材。
【請求項４７】
　酸素透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料を備える管状体部分を有する血管内人工物
。
【請求項４８】
　上記ＰＦＰＥ材料内に流出可能にトラップされた薬剤をさらに含み、上記血管内人工物
が被験対象の生体内に配置されたとき、薬剤を流出させることが可能であるように上記Ｐ
ＦＰＥ材料が構成される請求項４７に記載の血管内人工物。
【請求項４９】
　上記薬剤を所定の速度で流出させることができるように上記ＰＦＰＥ材料が構成される
請求項４８に記載の血管内人工物。
【請求項５０】
　複数の薬剤が、上記ＰＦＰＥ材料内に流出可能にトラップされた請求項４７に記載の血
管内人工物。
【請求項５１】
　上記複数の薬剤が、上記管状体部分に均一に分布される請求項５０に記載の血管内人工
物。
【請求項５２】
　上記複数の薬剤が、上記管状体部分に不均一に分布される請求項５０に記載の血管内人
工物。
【請求項５３】
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　上記管状体部分が、第１の末端、第２の末端および第１の末端から第２の末端まで規定
される流動通路を備え、被験対象の通路内に血管内配置されるようにサイズ決めされてお
り、第１の縮小している断面寸法から第２の拡大した断面寸法に拡大可能であるため通路
の標的部分に血管内を輸送可能であり、次いで第２の拡大した断面寸法に拡大されて通路
の標的部分に作動して該標的部分を支持する請求項４７に記載の血管内人工物。
【請求項５４】
　血管内人工物が、ステントを備える請求項４７に記載の血管内人工物。
【請求項５５】
　上記ステントが、分解性材料を含む請求項５４に記載の血管内人工物。
【請求項５６】
　ＰＦＰＥ材料を備える本体部分を有する治療装置。
【請求項５７】
　上記ＰＦＰＥ材料が、上記本体部分の選択された１箇所以上の部分にコーティングされ
ている請求項５６に記載の医療装置。
【請求項５８】
　アダプター、アプリケーター、アスピレーター、包帯、帯、刃、ブラシ、バー、ケーブ
ルおよびコード、ノギス、カーバー（ｃａｒｖｅｒ）、ケースおよび容器、カテーテル、
のみ、クランプ、クリップ、コンドーム、コネクター、カップ、キューレット、カッター
、除細動器、デプレッサー、拡張器、ディセクター、デバイダー、ドリル、エレベーター
、エキスカベーター、エクスプローラー、ファスナー、ファイル、フィラー、ピンセット
、ゲージ、手袋、丸のみ、ハンドル、ホルダー、ナイフ、ループ、槌、マーカー、鏡、針
、ニッパー、ペースメーカー、パッチ、ピック、ピン、プレート、プライヤー、プラガー
、プローブ、パンチ、プッシャー、ラック、リーマー、リテイナー、リトラクター、リン
グ、ロッド、鋸、外科用メス、はさみ、スクレーパー、スクリュー、セパレーター、スパ
チュラ、スプーン、スプレッダー、ステント、シリンジ、テープ、トレイ、チューブおよ
びチューブ材料、ピンセットならびにワイヤーからなる群から選択される請求項５６に記
載の医療装置。
【請求項５９】
　植え込み式装置である請求項５６に記載の医療装置。
【請求項６０】
　第１構造物の１箇所以上の部分に液体ＰＦＰＥ材料を適用するステップと、
　上記第１構造物のＰＦＰＥ材料のコーティングを形成するために、上記液体ＰＦＰＥ材
料を硬化するステップと、
を含む、第１構造物を有する医療装置を製造する方法。
【請求項６１】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料である請求項６０に記載の方法。
【請求項６２】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によってＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングするステップをさらに含む請求項６０に
記載の方法。
【請求項６３】
　１つ以上の電子的要素を有するハウジングと、
　電子的デバイスが被験対象の生体内に植え込まれたとき、上記ハウジング内への水分の
流入を阻止するハウジングの密閉シールを形成するＰＦＰＥ材料と
を備える植え込み式電子的デバイス。
【請求項６４】
　コーティング対象の中空臓器または組織内腔の内側表面に適用され、上記表面に酸素透
過性で、細菌不透過性のポリマーコーティングを形成するために硬化される、酸素透過性
で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、中空臓器または組織内腔の内側表面にポ
リマーコーティングを形成するためのコーティング材。
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【請求項６５】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
６４に記載のコーティング材。
【請求項６６】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項６４に記載のコーティング材。
【請求項６７】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項６４に記載のコーティング材。
【請求項６８】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項６４に記載のコーティン
グ材。
【請求項６９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ材料である請求項６４に記載のコーティング
材。
【請求項７０】
　酸素透過性で細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を含み、欠損に適用されるパッチであっ
て、空気の漏れを防止するために近接肺組織にパッチを密閉するために液体ＰＦＰＥ材料
が硬化されるパッチを用いる、被験対象の生体内の肺の欠損をイン・シトゥーで修復する
ための肺欠損修復材。
【請求項７１】
　上記パッチの適用が、肺組織内に液体ＰＦＰＥ材料を噴霧することを含む請求項７０に
記載の肺欠損修復材。
【請求項７２】
　上記パッチが、成形パッチである請求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項７３】
　上記パッチが、コラーゲン、ゼラチン、アルブミン、フィブリンおよびエラスチンから
なる群から選択される材料も含む請求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項７４】
　上記欠損が、外科的処置によって生じる請求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項７５】
　欠損が、外傷によって生じる請求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項７６】
　外科的処置が、肺生検、肺葉切除または肺気腫手術である請求項７４に記載の肺欠損修
復材。
【請求項７７】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項７８】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項７９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項８０】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によってＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項７０に記載の肺欠損修復材。
【請求項８１】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料である請求項７０に記載の肺欠損修
復材。
【請求項８２】
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　上記ＰＦＰＥ材料が、流出するように構成される１つ以上の薬剤を含む請求項７０に肺
欠損修復材。
【請求項８３】
　被験対象の生体内に植え込まれる、管状体を形成するように構成されている型に注入さ
れ、シャントを形成するために生体の血管に接続される管状体を形成するために硬化され
る、酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生体内に動－
静脈シャントを植え込むための管状体形成材。
【請求項８４】
　上記ＰＦＰＥ材料が薬剤を含み、上記シャントが被験対象の生体内に配置されたとき、
上記薬剤の流出を可能にするように上記ＰＦＰＥ材料が構成される請求項８３に記載の管
状体形成材。
【請求項８５】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
８３に記載の管状体形成材。
【請求項８６】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項８３に記載の管状体形成材。
【請求項８７】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項８３に記載の管状体形成材。
【請求項８８】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項８３に記載の管状体形成
材。
【請求項８９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料である請求項８３に記載の管状体形
成材。
【請求項９０】
　酸素透過性で、細菌不透過性のＰＦＰＥ材料を含み、被験対象の生体内に植え込まれ、
動－静脈シャントを形成するために上記生体の血管に接続される、被験対象の生体内に動
－静脈シャントを植え込むための管状体。
【請求項９１】
　上記シャントが被験対象の生体内に配置されたとき、流出するように構成される薬剤を
含む請求項９０に記載の管状体。
【請求項９２】
　型として作用する、被験対象の生体内の既存の血管の表面に適用され、動－静脈シャン
トを形成するために硬化される、酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用い
る、被験対象の生体内に動－静脈シャントを形成するための動－静脈シャント形成材。
【請求項９３】
　被験対象の生体内のシャントの表面に適用され、硬化される酸素透過性で、細菌不透過
性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生体内の動－静脈シャントを修復するための
動－静脈シャント修復材。
【請求項９４】
　酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を含み、欠損に適用されるパッチであ
って、漏れを防止するために、近接組織にパッチを密閉するために上記液体ＰＦＰＥ材料
が硬化されるパッチを用いる、患者の生体内の通路の欠損をイン・シトゥーにおいて修復
するための欠損修復材。
【請求項９５】
　上記パッチの適用が、通路の組織に液体ＰＦＰＥ材料を噴霧することを含む請求項９４
に記載の欠損修復材。
【請求項９６】
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　上記パッチが、成形パッチである請求項９４記載の欠損修復材。
【請求項９７】
　上記通路が、気管または食道である請求項９４に記載の欠損修復材。
【請求項９８】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
９４に記載の欠損修復材。
【請求項９９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項９４に記載の欠損修復材。
【請求項１００】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項９４に記載の欠損修復材。
【請求項１０１】
　上記ＰＦＰＥ材料が、通路を治療するための１つ以上の薬剤を含む請求項９４に記載の
欠損修復材。
【請求項１０２】
　肺胞の活動を刺激するＰＦＰＥ材料の膜を備える、患者の肺に使用するための人工組織
材料。
【請求項１０３】
　人工呼吸中にガス交換を増強するＰＦＰＥ材料の膜を含む、人工心肺装置に使用する材
料。
【請求項１０４】
　酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を含む眼内インプラント。
【請求項１０５】
　酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を含むコンタクトレンズ。
【請求項１０６】
　酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を含む人工内耳。
【請求項１０７】
　組織を包み、組織に酸素透過性で、細菌不透過性のポリマーコーティングを形成するた
めに硬化される、酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の
生体内の組織を治療するための組織治療材。
【請求項１０８】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
１０７に記載の組織治療材。
【請求項１０９】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項１０７に記載の組織治療材。
【請求項１１０】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項１０７に記載の組織治療材。
【請求項１１１】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項１０７に記載の組織治療
材。
【請求項１１２】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ前駆材料である請求項１０７に記載の組織治
療材。
【請求項１１３】
　被験対象の生体内の組織に形成された通路に挿入され、
　治癒および血管形成期に組織の増殖を促進し、周囲組織の生存性を増強する酸素透過性
で、細菌不透過性のポリマー材料を形成するために硬化される、
　酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被験対象の生体内の組織を
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治療するための組織治療材。
【請求項１１４】
　上記組織が心筋組織であり、上記ＰＦＰＥ材料が心筋組織の血行再建を促進する請求項
１１３に記載の組織治療材。
【請求項１１５】
　上記ＰＦＰＥ材料の挿入と硬化が、経心筋的血行再建処置の一部として実施される請求
項１１３に記載の組織治療材。
【請求項１１６】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を光に暴露することを含む請求項
１１３に記載の組織治療材。
【請求項１１７】
　上記液体ＰＦＰＥ材料の硬化が、該液体ＰＦＰＥ材料を放射線に暴露することを含む請
求項１１３に記載の組織治療材。
【請求項１１８】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、硬化開始剤を含む請求項１１３に記載の組織治療材。
【請求項１１９】
　磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）、Ｘ線透視法および超音波画像法からなる群から選択される
方法によって上記ＰＦＰＥ材料の硬化をモニタリングする請求項１１３に記載の組織治療
材。
【請求項１２０】
　上記液体ＰＦＰＥ材料が、低粘度ＰＦＰＥ材料である請求項１１３に記載の組織治療材
。
【請求項１２１】
　上記ＰＦＰＥ材料が、組織を治療するための１つ以上の薬剤を含む請求項１１３に記載
の組織治療材。
【請求項１２２】
　組織に適用され、組織の増殖を促進する酸素透過性で、細菌不透過性ポリマー材料を形
成するために硬化される、酸素透過性で、細菌不透過性の液体ＰＦＰＥ材料を用いる、被
験対象の生体内の組織増殖を促進するための組織増殖促進材。
【請求項１２３】
　上記ＰＦＰＥ材料が、組織を治療するための１つ以上の薬剤を含む請求項１２２に記載
の組織増殖促進材。
【請求項１２４】
　線維をコーティングし、低表面エネルギーを有する線維を形成するために硬化される、
液体ＰＦＰＥ材料を用いる、線維を製造する線維製造材。
【請求項１２５】
　上記線維が、ポリテトラフルオロエチレン、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフィ
ンおよびライクラからなる群から選択される請求項１２４に記載の線維製造材。
【請求項１２６】
　上記線維が、不織材料を含む請求項１２４に記載の線維製造材。
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